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1.はじめに
本プロジェクトは新潟市の外郭団体である（財）新潟観
光コンベンション協会（以降，協会とする）1）から新潟市
をPRするための共同プロジェクトの依頼を受け，活動を
開始したものである。その最初の活動として，前報2）でも
報告したが，本学で2008年11月に開催された秋桜祭（学
園祭）でイベントを行った。その後も活動を続け，新潟市
に加え佐渡市についても同様のPRプロジェクトの依頼を
受け活動を行うことになった。さらに地元住民によるまち
の活性化への取り組みが軌道にのりつつある村上市につい
ても，その活動の中心的な立場で活躍している昭和女子大
学卒業生の山貝世津子氏の紹介で，学生とともにボランテ
ィアとして参加する機会を得ることができた。これを機に
村上についても同様の活動を行うことになり，平成21年
度は新潟，佐渡，村上の3地域についてPRプロジェクト
の活動を行った。
本報では，まず平成21年度の活動概要をまとめ，今回
2回目となった学園祭での展示について，企画から実施ま
でのプロセスと空間コンセプトおよび実施内容についてま
とめる。また，来場者に対して行ったアンケート調査の結
果についてまとめる。さらに1年間の活動をまとめた冊子
の制作活動と，今後の展開についてまとめ報告する。
なお，本プロジェクトは協会との共同プロジェクトであ
るとともに，平成21年度文部科学省の大学教育推進プロ
グラムの昭和女子大学「デザインする力」育成プログラム
の体系化の一環として活動を行ったものである。
2.プロジェクトの概要
共同でプロジェクトを行う協会の事業概要は「新潟市を
知ってもらい，来てもらい，満足してもらい，また来ても
らう」ことを目的として，新潟市への外客誘致とプロモー
ションを行うことである。本プロジェクトは協会が首都圏
の大学に対し，専門分野と学生の特質を活かした表現方法
で新潟市をPRする企画を依頼しているもののひとつであ
る。本プロジェクトに取り組むことで，学生，つまり若者
世代が新潟について知り，さらに実際に新潟を訪れいろい
ろな経験をし，その知識と経験を持ち帰り，学園祭などで
表現することが本プロジェクトの主旨である。またそこに
参加する多様な世代の人たちに新潟を知ってもらい，その
魅力を伝えることも本プロジェクトの主旨のひとつである。
平成21年度は，学園祭実施までの期間に，新潟，佐渡，
村上の視察やボランティアスタッフとして参加したイベン
トで経験したことをもとに，学生が中心となってイベント
の企画から運営まで行い，これを教員が取りまとめる体制
で取り組んだ。また，最終的な成果として1年間の活動を
まとめた冊子を制作した。
本プロジェクトは協会との共同プロジェクトであるが，
学生がプロジェクトの企画から運営までのプロセスを経験
し，その中で本学科の特質であるデザイン力の向上を目指
すものであると考えている。同時にディスカッションを繰
り返しながら企画から運営までを行うスキルと，その成果
を表現するためのスキルを育成する場（機会）であると捉
えている。
3.各地の現状について
本プロジェクトの対象地域である新潟市，佐渡市，村上
市（図1）の各地域には自然や特産などの豊富な地域資源
と伝統的なまち並みや特色のある文化を有している。しか
し，他の地方都市と同様にまちの衰退などの問題を抱え，
各地域でまちの活性化に向けて様々な取り組みが行われて
いる。各市の特徴を下記にまとめる。
3.1 新潟市の現状
政令指定都市である新潟市は，国際空港や港湾，新幹線，
さらに高速道路網などが整備された交通拠点であると同時
に，国内最大の水田面積をもつ農業都市でもある。人口は
約80万人（2010年3月末現在）3）で大きな増減はみられ
ないが，他の地方都市と同様，中心市街地の空洞化現象に
よる衰退が大きな問題となっている。
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3.2 佐渡市の現状
佐渡市は855.27km2（東京23区の約1.4倍）と大規模
な離島で人口は約6万5千人（2010年3月現在）4）であ
る。かつて日本海航路の中継地として上方の町人文化をは
じめ，貴族文化に影響を受け，金山などの特有の観光資源
にも恵まれ，これを活かし発展繁栄してきた。現在は少
子高齢化が進み，産業の衰退等による地域活力の低下が問
題となっている。
3.3 村上市の現状
村上市は新潟県の北端に位置し，人口は約6万8千人
（2010年4月1日現在）5）である。城下町として繁栄した
まちには武家町と町人町，寺町の特色が色濃く残っている。
近年，中心市街地の空洞化など，まちが衰退し始めたこと
をきっかけに，地元住民が中心となってまちを活性化させ
る取り組みとして景観の保存活動が始まった。この取り組
みは多くの住民と行政を巻き込み，観光客を誘致するイベ
ントなどの活動が軌道にのりつつある（写真1）。
以上が各市の現状であるが，昨年，新潟は県全体として
国体や地元市町村や観光関係者とJRが実施する大型観光
キャンペーン，「新潟デスティネーションキャンペーン」
を開催し，新潟，佐渡，村上の各市も含め，新潟県全域に
ある観光スポットと呼ばれる場所には多くの観光客が訪れ
賑わいをみせており，各地域ではこれを契機に地域の活性
化を図ろうとしている。
4.活動概要
平成20年度は時間的な問題から現地視察などを行うこ
とができず，ホームページなどから得た情報によるイメー
ジをもとにディスカッションを繰り返しながら新たな新潟
のイメージを創造し，インスタレーションを行った。平成
21年度の活動計画について，教員と協会で打ち合わせを
行い，学生が各地域を訪ね，そこで経験したことをベース
にPR活動を行うことになった。平成21年度の活動概要
について図2に示したが，新潟，佐渡，村上の各地域の現
状を把握することを目的として，各地域のまち並みやまち
づくりのイベントを視察し，またボランティアスタッフと
してイベント活動に参加するなど，地元住民との交流を深
めることを目的に活動を行った。各地域での活動概要を以
下にまとめる。
新潟市では特に，「食」をテーマに視察を行い，4月と9
月にまち並みや酒蔵などを見学した。また新潟の「食」と
言えば米と日本酒が有名だが，新潟市西部の海岸沿い地域
はワイン用のブドウの栽培適地であり，ワイナリーが併設
されている。協会の紹介でワイナリー「フェルミエ」を訪
れ，新潟で栽培されたブドウでワインを醸造する取り組み
について知識を深め，10月初旬にブドウの収穫作業に参
加した。
佐渡市では特に能などの「文化」をテーマに視察を行っ
た。6，7月に島内に残る能舞台を数か所視察し，実際に
そこで演じられる能を鑑賞した。また特有のまち並みが形
成されている宿根木などの視察を行った。8月末に行われ
たアースセレブレーション関連イベントとして行われた
薪能公演では学生が会場設営，運営などにボランティアス
タッフとして参加し，能の文化にも触れることができた。
村上市では「まちづくりイベント」をテーマとし，1年
を通していくつか地元住民が中心となって取り組んでいる
イベントの視察を行った。9月末の「町屋の風まつり」，
3月中旬の「町屋の人形さま巡り」では，イベントのタイ
トルにもあるが市民が実際に暮らしている町屋が会場とな
るため生活空間を垣間見ることができる。また10月初旬
の「宵の竹灯籠まつり」では設営，運営などボランティア
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写真1 まちづくりイベントで賑わう村上市街
図1 新潟市佐渡市村上市
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スタッフとして参加し，地元住民と一緒にまちづくりイベ
ントに取り組んだ。
11月に開催された秋桜祭では，各地域の現状を目で見
るだけでなく，実際にまちづくりのイベント等に参加し，
経験したことをベースに学生間でディスカッションを重ね，
展示の企画運営を行った。最後に平成21年度の活動の
総括として，成果をまとめた冊子の制作を行った。以上が
平成21年度の活動概要である。
5.秋桜祭でのイベント実施内容について
5.1 イベント概要
秋桜祭でのイベントは，学生が新潟，佐渡，村上で地元
住民との交流などから知ったこと，見たこと，体験したこ
とについて自分たちの専門分野の特質を活かし，企画運
営を行い，イベントに参加した多くの世代に新潟をPRす
ることを目的に行ったものである。
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［会場］ 昭和女子大学 大学1号館4階4S05教室
［スタッフ］
金尾 朗（昭和女子大学環境デザイン学科 建築学コース 教授）
桃園靖子（同学科 プロダクトデザインコース 准教授）
内田敦子（同学科 デザインプロデュースコース 助教）
礒 成美，岩瀬 史，内田理絵，大滝ともみ，川井詩織，
木部和可奈，櫻井美佳，須田美奈，髙﨑真紀子，
中村栄里佳，長谷川光菜，古舘枝里佳，水上明子，
武者英恵，山口マリ絵（以上，同学科 金尾研究室3年有志）
［協力］（財）新潟観光コンベンション協会
5.2 企画から実施までのプロセス
まず，2009年6月下旬から週1回，学生間のミーティ
ングでブレインストーミングを繰り返し行った。最初は現
地視察を行わず，ホームページや書籍による情報をもとに
新潟，佐渡，村上のイメージなどについてディスカッショ
ンを行った。その結果，建築を学ぶ学生の特質を活かし，
空間をデザインすることで新潟，佐渡，村上を表現しPR
することになり，前回と同様，インスタレーションの手法
をとることになった。さらに各地域の現状を把握するため
に，夏休みなどを利用してまち並みを視察し，またボラン
ティアスタッフとして地元住民と一緒にイベントに参加し
た。その後，10月初めのミーティングでは，現地視察や
ボランティア活動に参加できなかった学生スタッフに対し，
参加した学生による報告会を行った。撮影した写真などを
上映しながら，現地で得た知識や経験したことを報告し，
学生スタッフ全員が明確な各地域のイメージを共有するこ
とができた。それをベースに展示の空間構成などについて
学生間でブレインストーミングを繰り返し，その後，金尾，
桃園，内田がこれをまとめ，リファインしていくというプ
ロセスで案出し，空間のデザイン，個々のパーツのデザイ
ン等を進めた。同時に全体を統括しながら進めていくリー
ダー的存在をつくるようなサポートを行った。
空間構成についてのディスカッションの際にはいくつか
模型を作りながら案を出した。会場全体を白で統一し，会
場内に象徴的な2つの造形物を配置することが決まり，次
に材料の検討に入った。いくつかサンプルを集めディスカ
ッションを行ったが，見た目だけでなく，巨大な造形物を
制作することから強度についても考慮する必要があり，試
行錯誤の結果，半透明のプラスチック段ボールと発泡スチ
ロールを組み合わせて使用することになった（写真10）。
また，空間構成について大まかなところは模型等で決めた
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写真10 制作過程の様子
写真11 会場設営の様子
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写真12 会場の廊下に面した壁面の様子
写真13 新潟，佐渡，村上のアイコンを印刷
したパッケージにチューリップの球
根を入れた図3 会場構成
141
142 表面には固定的なイメージの写
真が貼られている
写真15 volume2
新潟，佐渡，村上に訪れたときに感じた穏やかに流れる時間を表現している
153 手元のパネルに新潟，佐
渡，村上のあらたな姿が
画像として映し出される
154 小さなcubeにプロジェクターで様々な光（イメージ画像）
を投影
151 様々なイメージが重なり合って場所のイメージが形成される 152 中に入り込む＝住民の
人たちの暮らしの中に
入り込む
写真14 volume1
外から見た新潟，佐渡，村上のイメー
ジを表現している
が，設営時に全体的なボリュームと照明の効果を考慮し，
最終的な配置が決定された（写真11）。前回に引き続き新
潟，佐渡，村上の自然や暮らしの豊かさと，現在も各地
域に引き継がれている特有の文化について，地元住民との
交流や現地での活動から得た経験をもとにインスタレーシ
ョンを行うことで表現した。イベントのタイトルも前回に
続くものとして「にいがた時間2 inShowaWomen・s
University」とした。
イベント開催中は，会場に学生スタッフが交代で常駐し，
来場者へフライヤーなどの配布や空間コンセプトの説明な
どを行った。また次の活動にフィードバックすることを目
的に来場者へ展示の感想，新潟のイメージやまちづくりへ
の取り組みについてのアンケート調査を実施した。調査結
果は「6.今回のイベントの評価」にまとめ，報告する。
5.3 空間構成とコンセプトについて
空間の中に新潟，佐渡，村上のイメージの移り変わりを
2つのvolumeで構成し，表現した。会場に入るとまず目
にするのがvolume1（写真14）である。これは新潟，佐
渡，村上に行く前の各地のイメージを表現したものである。
米，日本酒など多くの人がもつ固定的なイメージの画像を
volume1の表面に貼り，形態を円柱にすることで，外か
らみた新潟，佐渡，村上を表現した。次にvolume2（写
真15）が目の前に現れてくる。こちらは新潟，佐渡，村上
に訪れたときに感じた穏やかに流れる時間を表現したもの
である。volume1の円柱が崩れたような歪な形はこれま
での固定的なイメージが崩れていくことを表現している。
積み重ねた一つ一つの小さなcubeにプロジェクターで光
（イメージ画像）を投影し，様々なイメージが重なり合っ
て場所のイメージが形成される。また光が投影された場所
に白いパネルを当てるアクションによってそれまで固定的
なイメージだった新潟，佐渡，村上の新しい見え方の変遷
が映像となって私たちの目にしっかりと見えてくるという
ものである。またvolume2は中心に空洞があり，そこに
入り込むことができる。これは地元住民の暮らしの中に自
分が入り込んでいくという行為を体験してもらうことを意
味している。
6.今回のイベントの評価（アンケート調査結果）
今回のイベントへの来場者数については正式な数は把握
できていないが，展示期間におよそ400人の来場があった
と考えている。来場者を対象に今回のイベントについてア
ンケート調査を行った。アンケート調査は展示期間の2日
間に行い，241件の回答を得ることができた。本アンケー
ト調査は，本プロジェクト内で初めて行ったもので，今後，
継続的に実施するための試行的なアンケート調査として位
置付けている。本アンケート調査は次の活動にフィードバ
ックすることを目的としているが，今後，まちづくりにつ
いての研究を進めようと考えており，本イベント内容に関
するもの以外の項目として，まちづくりやそれに関連する
イベントに対する意識などを知るためのアンケート項目を
加えている。アンケート内容についてはまだ試行の部分は
あるが，その主旨について以下の①～④に示す。
①次のイベントに向けてのフィードバックのため，イベン
トの効果や問題点を把握する（質問3，8，9）。
②新潟，村上，佐渡についてのどのようなイメージを持ち，
今回のイベントに参加したことによりどのように変化す
るか（質問1，2）。
③近年各地で行われているまちづくりのイベントへの関心
やボランティアとしてまちづくりに取り組む意識につい
て（質問4，5，6）。
④自分の住んでいる（住んだことのある）まちに対する意
識について（質問7）。
アンケート項目について図4に示す。アンケートの有効
回答数は241件であった。
アンケート回答者の年代（図5）と性別（図6）について
は，学園祭のイベントということで20代女性が殆どであ
った。なお年代については，50代，60代，70代以上の母
数が少なかったため，これをまとめ50代以上として集計
した（図5）。
まず①については，「きれい」，「幻想的」など視覚的な
評価が多く，空間構成についても素材の色と形，ライティ
ングなどについて評価が高かった。また，ただ展示をみる
だけでなく，実際に来場者がパネルを手に取り，光（イメ
ージ画像）に当てたり，空間に入り込むアクションについ
ても評価を得ることができた。
②について，新潟に行ったことがあるかという質問に対
し，過半数が「行ったことがある」と答えている（図7）。
また，その約1/4が新潟市と答え，佐渡は約1割，村上
は殆どいなかった。さらに新潟，佐渡，村上をイメージす
るキーワードについては，新潟では，「米」，「雪」，「日本
酒」の回答が多く，その他のキーワードとしては，「都会
である」との回答がある一方で「田舎」と両極的な回答が
あった。また，「田」，「水」，などの自然をイメージする回
答などがあった。佐渡では「トキ」，「島（離島）」，「金山」
という回答が多く，その他「流刑」など歴史的な背景から
暗いイメージのキーワードが挙げられた。村上については，
今回のイベントで地名を知った人や，また実際に行ったこ
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とがある人が少なかったことから回答数も少なく，キーワ
ードにも偏りがなかったが，村上の特産品である「鮭」と
いう回答が少数あった。新潟をイメージするキーワードに
ついては，実際に新潟に行った経験による違いはみられず，
アンケート結果のような固定的なイメージを持ち続けてい
ることが分かった。今後のPR活動の方向性として，この
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図5 アンケート回答者の年代 ※（ ）内は人数
図6 アンケート回答者の性別 ※（ ）内は人数
質問1 新潟に行ったことがありますか？ ある方はどこの地
域（市町村）ですか？（複数回答可）
質問2 今回の展示をご覧になる前の新潟市，佐渡市，村上市
をイメージするキーワードを書いてください。いくつ
でもかまいません。
質問3 今回の展示についての感想をご記入ください。
質問4 最近，いろんな地域で地域活性などのまちづくりを目
的としたイベントが行われていますが，行ったことは
ありますか？ または行ってみたいと思いますか？
質問5 質問4のようなイベントにボランティアなどで運営等
に参加したことはありますか？ また参加してみたい
と思いますか？
質問6 これまで参加した（行った）まちづくりのイベントで
印象に残ったイベントはありましたか？ またそれは
どのようなイベントだったか教えてください。※ある
場合のみ回答してください。
質問7 あなたの住んでいる「まち」，またはこれまでに住ん
だことのある「まち」の自慢をしてください。
質問8 性別を教えてください。
質問9 年齢を教えてください。
図4 アンケート調査項目
図7 新潟に行った経験について（年代別）
図9 まちづくりのイベントでのボランティア経験について
（年代別）
図8 まちづくりのイベントへの参加について（年代別）
固定的なイメージに変化をもたらすものを企画することが
効果的ではないかと考える。今回の展示を見た後でのイメ
ージの変化については，具体的な回答はなかったものの，
「新潟に行ってみたくなった」というコメントなど好意的
な評価を得ることができた。
次に③について，イベントに行ったことがあるかという
質問に対し，年代別にみると，30～40代で「行ったこと
がある」と回答した人の割合が多く，また母数が少ないた
め断定できないが，50代以上も多かった。一方で10～20
代ではやや少なかったが，「行ってみたい」と回答した人
が50～60％と多く，若い世代でまちづくりのイベントに
興味を持っている人が多いことが分かる（図8）。この結果
は，まちづくりのイベントにボランティアとして参加した
ことがあるかという質問に対しても同じような結果が得ら
れた（図9）。ボランティアとして参加したことがある人は
全体的にみても少なかったが，10～20代では約半数が
「ボランティアとして参加してみたい」と回答している。
以上の結果から，これまで，まちづくりのイベントは主に
40代以上を対象に行われている傾向にあったが今後，若
い世代を対象としたイベントを企画することが重要である
と考えられる。またボランティア活動に対しても関心が高
いという結果が得られたことから，ボランティア教育を充
実させることが今後のまちづくりの取り組みに効果的なの
ではないかと考えられる。
最後に④については自慢したいまちについての質問を行
ったが，回答者の6割が地域名を挙げていることから，自
分の住むまちに関心を持っていることが分かる。またその
理由として，「住みやすさ」や「人とのつながり」，また自
然の豊かさやその街のシンボルを挙げている人が多かった。
アンケートの調査項目については検討する必要があるが，
今後も調査を続け，経年変化を見て今後の企画運営に活
かしていきたいと考えている。
また，今回アンケートの回答者に協会から提供されたチ
ューリップの球根を配布した。配布の際には新潟，佐渡，
村上のアイコンをデザインしたパッケージにプロジェクト
の活動概要を紹介したリーフレットも同封した（写真13）。
7.まとめと今後の取り組み
今回の学園祭でのイベントについて，アンケート結果を
みると来場者からは高評価を得ることができた。また，協
会担当者からの評価に関しては，来場者に対する学生の的
確な対応やイベントの完成度について評価を得た。さらに
実際に新潟でも同じ内容でインスタレーションを行っては
どうかとの提案があった。このことは，本プロジェクトへ
の取り組みの成果が良い方向に向かっていることの表れで
はないかと考えている。
平成20年度の活動と大きく違った点はやはり現地での
活動経験である。学生も積極的に現地でのボランティア活
動に参加し，地元の人たちとの交流から今まで知らなかっ
た新潟，佐渡，村上について理解を深め，自分たちなりの
解釈ができたのではないかと考える。それを第三者に伝え
る表現方法について，まず初めに学生だけで行ったブレイ
ンストーミングからある程度方向性が決まった後，さらに
ディスカッションを繰り返し，教員もそこに加わりサポー
トする体制で活動を進める方法は，学生全体がイベントの
イメージを明確に共有することができたことから，効果的
なプロセスであったと考える。
展示の空間構成，デザインについては，それぞれ意味を
もった2つのvolumeを象徴的に配置し，全体的なイメー
ジを，白で統一した空間に映像と光を効果的に使って表現
したことで印象的な空間が出来上がった。特に，来場者が
展示された作品を観るだけではなく，空間に対して，アク
ションを起こせる仕掛けを構成できた。これは，学生の体
験や経験が活かされた展示方法でもあり，来場者の評価へ
もげることができたと考えられる。開催時の運営につい
ても，来場者に対し空間コンセプトや新潟，佐渡，村上で
の自分たちの経験などの説明をしながら積極的にコミュニ
ケーションを取っていたことも評価できる。また，展示の
コンセプトについて最初はただ言葉だけで説明していたが，
次第に自らパネルを手に取り，アクションを起こしながら
説明する姿が見られた。これによりコンセプトをより明確
に来場者に伝えることができ，さらに来場者も参加しやす
い雰囲気作りができたことは評価できる。
教員側で学生の中にリーダー的存在が生まれるようにサ
ポートをしたが，実際に，ディスカッションを行う中で，
リーダー的な存在が生まれ，学生個々の得意分野での分担
作業を統括し，活動全体が円滑に進められた。これは，最
終的に冊子を作成する段階でも同じような体制で行われ，
さらにスムーズに作業が進み，教育的な面でも効果があっ
たのではないかと思う。また，冊子の制作については，活
動を終えた後で，あらためてテキストにまとめ，編集する
作業をすることにより，学生の中で新潟，佐渡，村上に対
する知識やイメージがより明確になった。学園祭では空間
のデザインを行い，冊子制作では印刷物としてのデザイン
作業を進める過程で，企画や全体的な構成をまとめる力の
スキルと，パソコンでのデザイン作業や編集作業のスキル
が確実に向上したことなど，今回のイベント活動に取り組
んだことによる効果がみられた。
前回の秋桜祭でイベントを行った際，来場者からの評価
や感想を聞く機会を設けず，次の活動へのフィードバック
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ができなかったことを反省点として挙げていた。今回，来
場者へのアンケート調査から，イベントの感想や特に対象
としていた若い世代へのイベントの効果や各地域で行われ
ているまちづくりイベントに対する関心など，本プロジェ
クトの今後の活動に活かせる結果が得られたことは成果で
あったといえる。アンケート項目については今後検討する必
要はあるが，今回のアンケート調査の結果を踏まえ，さら
に本プロジェクトのPR活動，デザイン活動に関する調査
項目の充実なども含めて検討していきたいと考えている。
また集計方法についても今回は試行的なものとして全体的
な傾向を把握する単純集計としたが，今後は今回のデータ
も利用しながら，様々な集計，分析方法に取り組む予定で
ある。アンケート調査を続けることでこれからの活動に活
かしていきたいと考えている。
平成21年度の活動を終え，3地域の現状と諸問題に対
する解決策についての提案はまだできていないが，学園祭
でのPRイベントを行ったことで，若い世代を中心とした
来場者に学生が現地で得た経験から表現された各地域の魅
力を伝えることができたのではないかと考えている。平成
22年度も引き続き，新潟，佐渡，村上で行われる企画や
イベントに参加し，地元の人たちとの交流を深めるなど，
積極的に取り組みながら，解決策をみつけて行きたいと考
えている。本プロジェクトに取り組むことで，本学科の学
生の特質を活かして取り組む空間やモノのデザインの企画，
立案などに対し，各地域での新たな実践環境を拡げること
ができるのではないかと考えている。また，本プロジェク
トは平成21年度に新設されたデザインプロデュースコー
スの目指す多様なデザイン領域をカバーしたデザインの企
画立案に必要な企画力，プレゼンテーション能力を習得
し，実践することができる場でもあると考えており，今後
も活動に取り組みたいと考えている。
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